
「主役」へ　―　水力発電　その　戦略　と　戦術　―

施工者の立場からニーズに応える

リニューアル技術を磨く

ｗｉｔｈ　Ｄａｍ　Ｎｉｇｈｔ　水力の底力

「包蔵水力調査、もっと精査を」

既設ダムを最大限利用

億㌔㍗時／年の増電可能

貯水池連携・運用

必要な発電の情報・ルール整備
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　長年、電力工事を手がけてき
た施工者の立場から、日本建設
業連合会の小野俊雄電力工事委
員長は「電気事業者による再生
可能エネルギー電気の調達に関
する特別措置法が成立し、太陽
光、風力、地熱、小水力など、
再生可能エネルギーに関心が高
まっている。なかでも水力は、
外国に頼ることなく自国でまか
なうことが出来るエネルギーと
して、エネルギー需給率の向上
や地球温暖化対策の観点から、改めてその重要性が見
直されようとしている」と指摘。
　「当委員会では、老朽化あるいは機能強化が必要な水
力発電施設のリニューアル工事を円滑に進めるため、
技術情報の体系化や健全性調査、診断・補修技術等の
調査研究に取り組んできた。今後とも廉価で品質の高
い水力発電施設を建設するため、技術開発の促進や建
設コストの縮減に努め、電力の安定供給に貢献してい
きたい」と語る。

小野日本建設業
連合会電力工事
委員長

①日本の土木技術の礎となった佐久間ダム②発電所の再開発でリニューアルなった帝釈川ダム③日本初の水
力「蹴上発電所」④易老沢発電所⑤姫川第七発電所発電機⑥山梨県都留市の家中川小水力市民発電水車⑦堤
体に６㍍もの穴をうがつ鶴田ダム再開発事業（イメージパース）

　ダムの魅力を広く知ってもら
おうと、ダム工学会のシンポジ
ウム「ｗｉｔｈ　Ｄａｍ　Ｎｉｇ
ｈｔ」が月日、東京都内で
開催された。
　この中で、「水力発電の底力」
と題した鈴木篁未来エネルギー
研究会代表による講演要旨を紹
介する。
　「日本では過去におおむね
―年間隔で、５度の包蔵水力
調査が行われてきたが、年
を最後に年間実施されていない。以前は大きなダム
を建設することが出来なかった地点でも、今の技術を
用いれば建設可能な場合がある。また、古い水力発電
施設の中には建設時の事情で水力資源が十分活用でき
なかった事例もある。この場合、古いダムをまとめて
嵩上げする選択もある」。

鈴木未来エネル
ギー研究会代表

堤高．㍍→．㍍。貯水容量は
，万立方㍍→４億，万立方㍍

　日本プロジェクト産業協議会の水循環委員会（竹村
公太郎委員長）は、年月に『太陽の水力エネル
ギーによる未来の日本』と題する報告書をまとめた。
国内の既設ダムの用途変更や嵩上げによる発電ポテン
シャルを検討し、既設ダムを最大限活用した水力発電
の振興について提言したもの。提言時に比べ東日本大
震災後は〝水勢〟が増した感がある。
　それによると、資源エネルギー庁などで実施されて
きた包蔵水力調査の結果と合わせて長期的な新しい水
力利用について試算した結果、既設ダムを嵩上げする
などして最大限水力発電の活用を図れば、億㌔㍗
時／年の増電が可能であると提言。また、既開発電力や
工事中、未開発の包蔵水力を合わせると、現時点での開
発電力の２倍の，億㌔㍗時／年が得られるという。

夕張シューパロダムの嵩上げ効果

　首都圏の水需要をまかなう利根川水系第１号ダム・
国交省藤原ダム。もともとダム式発電も行っていたが、
東京電力の玉原ダムが建設され、藤原ダムを下池、玉
原ダムを上池とする揚水発電（玉原発電所）も行われ
ている。この際、玉原ダムが藤原ダムを下池（発電専
用容量）として使用するため、藤原ダムのもつ利水容
量を玉原ダムに振り替えていた。東日本大震災の発生
を受け、玉原発電所のピーク発電で最大出力を維持し
つつ発電時間を増大させるため、水資源機構・矢木沢
ダムの発電専用容量を担保に、藤原ダムにおける利水
容量の貯水位を下げ空き容量を確保した。今後、複数
貯水池の最適運用手法を模索する統合管理に、発電に
関する情報伝達・分析のシステムやルールづくりが望
まれる。

藤原ダム空き容量確保による増強
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